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文
部
科
学
省
令
和
2
年
度
「
先
端
研
究
基
盤
共

用
促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
北
海
道
大
学
の
申
請
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
令
和
２
年
度
〜
令

和
６
年
度
の
５
年
間
で
す
。

　本
事
業
で
は
、
研
究
基
盤
に
関
す
る
デ
ー
タ

収
集
と
成
果
分
析
を
可
能
と
す
る
研
究
基
盤

I
R
を
整
備
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
研

究
基
盤
投
資
の
立
案
と
判
断
、
機
器
共
用
と
研

究
支
援
人
材
育
成
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
と

効
果
測
定
と
い
っ
た
各
プ
ロ
セ
ス
を
循
環
さ
せ

る
研
究
基
盤
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
構
築

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
５
年
後
に
は
、
自
主

財
源
お
よ
び
利
用
料
収
入
を
、
種
々
の
活
動
に

計
画
的
か
つ
効
果
的
に
投
資
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
、
本
学
の
成
果
創
出
機
能
を
安
定
的
に
支

え
る
研
究
基
盤
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　本
学
は
法
人
化
の
後
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
充
実
、
受
託
分
析
機
能
の

強
化
な
ど
、
着
実
に
機
器
共
用
の
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
約
15
年
を
経
て
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
全
学
的
規
模
に
成
長
し

た
結
果
、
そ
の
持
続
的
な
運
営
に
果
た
す
装
置

管
理
者
、
部
局
、
大
学
経
営
陣
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
見
直
し
て
、
新
た
な
体
制
を
整
備
す
る
必

要
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
対
応
と
い
っ
た
一
過
性

の
も
の
で
は
な
く
、
恒
常
的
に
全
学
の
研
究
基

盤
に
係
る
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
行
う
I
R
機

能
の
新
規
構
築
が
必
要
不
可
欠
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
本
学
で
は
、
同
じ
く
法
人
化
の
後
、
技

術
職
員
の
全
学
的
な
組
織
化
と
人
材
育
成
体
制

を
段
階
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
全

技
術
職
員
が
技
術
支
援
本
部
を
兼
務
す
る
形
で
、

部
局
を
超
え
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
よ
り
実
質
的
な
一
元
化
へ
と
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
本
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
、

す
な
わ
ち
技
術
職
員
自
ら
が
全
学
的
な
視
座
で

研
究
支
援
体
制
の
整
備
や
ス
キ
ル
向
上
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
開
拓
の
企
画
運
営
を
行
い
、
将
来
を

構
想
す
る
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ

ら
を
効
果
的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
情
報

共
有
発
信
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活

動
の
た
め
の
財
政
的
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
本
学
で
は
機
器
共
用
を
主
導

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
、

技
術
職
員
の
育
成
を
主
導
す
る
技
術
支
援
本
部

が
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
二
つ
の
組
織
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

う
ま
く
連
動
さ
せ
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
組

織
と
し
て
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
理
事
・
副
学
長
を
ト
ッ

プ
に
両
組
織
が
協
働
す
る
技
術
支
援
・
設
備
共
用

コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
計
画
と
い
た
し

ま
し
た
。
本
事
業
の
運
営
に
は
ま
た
、
U
R
A
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
企

画
で
連
携
し
、
人
事
課
、
資
産
運
用
管
理
課
、

研
究
支
援
課
と
い
っ
た
事
務
組
織
が
事
務
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
こ
の
体
制
の
下

で
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
本
事
業
の
エ
ン
ジ
ン
と
も
言

え
る
学
内
公
募
型
共
用
促
進
事
業
を
全
学
合
意

の
上
に
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
種
々
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
原
資
を
生
み
出
し
、
永
続
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
度
末
に
開
催
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
点
検
評
価
は
サ
イ
ク
ル
の
重
要
な

ピ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
経
て
随
時
、
活
動

の
改
善
を
図
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

じ
て
、
ま
た
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
る
は
ず
で

す
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
将
来
構
想
を
、
全
学

お
よ
び
大
学
経
営
陣
と
常
に
共
有
す
る
運
営
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
目
標
達
成
の
上
で
も
、

ま
た
さ
ら
に
そ
の
先
の
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
く

上
で
も
重
要
な
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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これまでの取り組みと課題

北大コアファシリティが目指す5年後の姿
持続的な成果の創出と社会還元を支える

EBPM研究基盤強化推進体制の確立を目指します

※OFPF…オープンファシリティプラットフォーム
実施機関：北海道大学・海洋研究開発機構（JAMSTEC）
協力機関：高エネルギー加速器研究機構（KEK）・国立情報学研究所（NII）・北海道札幌開成高等学校

研究基盤
IR機能を構築し

「研究基盤マネジメント
サイクル」を整備

新共用事業の
水平展開を軸とした
OFPF※（学内共用基盤）の

抜本的強化

研究支援人材の
育成体制強化

1 2 3

先端研究機器の共用化

●H17～機器共用開始

　H27年～グローバルファシリティセンター（GFC）設立

　登録先端機器222台（16部局、12万ｈ/年）

　受託分析6,000件、総収入4,300万円/年

●成型加工技術の開放（試作ソリューション）

●中古機器の学内流通（設備市場）

●部局連携：オープンファシリティプラットフォーム

　（OFPF）創設

●文科省「新共用事業」で6拠点を高度化

全学的規模に成長した結果、持続的運営
に果たす装置管理者、部局、大学執行部
それぞれの役割を見直す段階に。持続的
な研究基盤データ収集分析体制の確立
が必需。

組織整備が着実に進展。実質的な一元
化を加速する段階に。マネジメント機能・
情報共有発信機能の強化並びに部局横
断活動活性化のための財政基盤の確立
が必須。

研究支援人材の育成

課　題 課　題

●H18～教育研究支援本部（H25～技術支援本部）を

　創立、H30～技術・人員の一元管理

●全学技術職員が技術支援本部を兼務

●専門別グルーピング等によるスキルシェア

●部局を超えた全学支援システムの運用

●技術職員の主体的活動の支援

●令和2年度文部科学大臣表彰「研究支援賞」受賞
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機器共用に係る詳細な情報を集約し多角的な分析

を可能にするBIツールを備えた研究基盤IRシステ

ムを構築します。これを活用して精査したエビデン

スを基に、部局教職員で構成した「研究基盤高度化

委員会（仮）」が設備高度化の投資戦略を立案。こ

れを踏まえて大学執行部が投資判断を行い、他の

プログラム（機器共用機能強化プログラム、研究支

援人材育成プログラム）を連動させ実施すること

で、持続的な成果の創出と社会還元を支える

EBPM研究基盤強化推進体制を確立します。アントレプレナーシップの醸成と起業との間にあるギャップ
を埋める新たな取組。自由な発想に基づくモノづくりの試行
の場（スタートアップガレージ）を用意し、研究シーズのみな
らず、学生のアイデアも含めて知の社会実装を推進します。

研究者の意識改革の促進、技術開発力の強化ならびに技術
者の研究スキル向上によるキャリアパス創出へ。
※事業終了後はクラウドファンディング化を目指します。

学内公募型共用促進
PJを軌道に乗せ、全学
的な意識改革と結束を
不動のものとしミニマム
財源となる利用料増収
を図ることにより、本サ
イクルの永続化の実現
を図ります。

研究基盤マネジメント
サイクルの構築

研究基盤
IR

費用対
効果
可視化

合理的
投資判断

リスク
許容 高効率 ボーダー

レス
イノベーション

創出
スキル
アップ

キャリアパス
形成

持続的機器共用体制構築

オープンファシリティ
プラットフォーム（OFPF）

設備IR

投資立案

投資判断

整備実施

成果創出

点検評価

部局等独自の共用拠点を繋ぐ
「共用促進拠点横串ネットワーク」移動 滞在・測定

どこからでも
測定可能に

学内公募型共用促進PJ
REBORN

Research Equipment Boosting and Reusing Network project

ロバスト研究環境整備

リモートOF開発PJ
イノベーション創出強化

物理的距離に依らない共用

データ管理環境整備＋
遠隔支援人材育成

多彩な技術でアントレプレナー教育を支援

モノづくりスタートアップ支援PJ

教員・職員協働イノベーション機会の創出
R&TコラボPJ

機器共用機能強化
プログラムの実施

関連事務 ＵＲＡ
ステーション

連携

協働

点検評価

研究基盤ＩＲ

研究基盤
高度化
委員会
（仮）

分
析
指
標

分
析
結
果
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支
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育
成
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ロ
グ
ラ
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機
器
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用
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能
強
化
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ロ
グ
ラ
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人
材

事
業
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礎
情
報

成
果
・
実
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申
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参画

管理運営基
礎
情
報

審
査
報
告

投
資
案

人材
参
画

答申諮問

申請情報

ＯＦＰＦＯＦＰＦ

経営企画
（執行部）

技術支援・設備共用
コアステーション

技術支援
本部

ＧＦＣ
創成研究機構

企
画
立
案

技術職員

技術職員

研究者

技術指導

技術相談
学生・若手研究者

研究理解力・指導力の向上 次世代の起業家育成

リモート化

アイデア技術 共著論文学位

共同特許アイデア支援

公募／申請
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マネジメント業務 REBORN収入

自主財源

研究支援人材の
育成体制強化3

組織的人材育成

技術共有・発信・継承

研究支援マネジメント
人材育成PJ

研究支援情報集約・広報強化PJ

運営業務へのエフォートを
割いた兼務体制

技術支援本部および研究基盤高度化委員会等の運営
業務に技術職員がエフォートを割いて参画、マネジメ
ント能力を養います。また、非常勤職員を雇用し供出エ
フォートを賄います。

エフォート

非常勤職員など

支援・研鑽

REBORN収入

自主財源

本部企画教育
先行雇用技術職員

RA・TA

マルチスキル
人材育成PJ

学内外で研鑽・キャリア形成

技術職員を学内外に研修派遣し、スキルアップやマルチ
スキル獲得の機会を作ります。学内各組織および道内
大学、高専、市衛研、道総研、KEK、JAMSTECと協力。
クロスアポイント制度の活用、海外派遣も視野に入れ
ています。

技術支援本部

部局

海外

交換留学
短期研修
長期研修

部局A 部局B

On-the-Job
Training

メンター
技術職員

若手技術職員

定年予定
技術職員

A4・年1回発行
リアルな現場の声を
学内外に発信

道外
道内

学内

計画的人員配置・効果的人材発掘

先行雇用
若手技術職員育成PJ
前倒し雇用は複数の職場でOJT・

メンターも成長

北海道大学
技術支援・設備共用
コアステーション
研究支援人材
広報誌
『Specialist』

定年退職を見込み、3～5年前倒しで若手技術職員を
技術支援本部付けで雇用し育成。前倒し雇用期間は複
数の職場でOJTを実施。新人の適材を見極め、即戦力
を継承雇用するとともにOJTメンターのモチベーショ
ンの向上を図ります。

研究支援
インターンシップPJ

研究支援の魅力を伝授

高校生（SSH採択校等）、高専生、大学生、大学院生を
対象に、定期、非定期の様々な形態で大学における研
究支援業務を経験する機会を提供。長期的視野に立っ
た優秀な人材の確保とともに大学における研究支援職
の社会的認知度の向上を図ります。

技術支援本部

人材育成活動を円滑かつ効果的に進めるため、また技術職員の存在意義を高め、
士気向上に繋げるための取り組みとして、学内に蓄積された研究支援スキル情報を
全学的に集約して見える化するとともに、従来のWebやSNS発信に加えて広報誌
を発行し研究支援職員の活動を社会に発信します。そのための専門組織として研究
支援広報タスクフォース（仮）を技術支援本部とURAステーションが協働して設置
します。

玄人の魅力も新人の魅力も存分に！　技術を求める人にも
仕事を求める人にも！　学内に蓄積された研究支援スキル
情報を全学的に集約して可視化します。
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【
網
塚
】
　今
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の
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話
が
あ
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し
た
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、
大
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プ
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営
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が
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。
つ
ま
り
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全
学
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な
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ェ
ク
ト
で
す
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スペシャル対談
北海道大学 創成研究機構
グローバルファシリティセンター センター長

網塚 浩
北海道大学
技術支援本部 副本部長

五十嵐 敏文

グローバルファシリティセンターと技術支援本部をつなぐ組
織として、新たに設立された技術支援・設備共用コアステー
ション。機器のさらなる利活用と研究支援人材の育成を統
合的にマネジメントする、５年間の取り組みが始まります。
この取り組みによって教育・研究の成果の向上とイノベー
ションの創出強化を図るとともに、研究基盤マネジメント
サイクルの確立を目指しています。本学の新たな未来を拓
く構想を２人のキーパーソンが語ります。

～研究基盤の高度化が拓く北大の未来～

北大コアファシリティ構想の
将来展望について

SPECIALIST  【スペシャル対談】

【
司
会
】
　最
初
に
技
術
支
援
・
設

備
共
用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目

的
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
網
塚
】
　グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
G
F
C
）
は
、
全

学
の
研
究
者
や
学
生
が
共
用
利
用

す
る
設
備
を
管
理
運
営
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
大
学
全
体
で
管
理
し

て
い
る
共
用
の
装
置
が
2
3
0
台

ほ
ど
、
各
学
部
の
研
究
室
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
G
F
C
で
は
そ
れ
ら

の
共
用
機
器
を
使
う
研
究
者
の
支

援
と
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
受
託
し

て
試
料
の
測
定
、
分
析
を
行
い
、

さ
ら
に
ど
こ
に
ど
う
い
う
重
要
な

情
報
が
あ
る
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

試
作
品
を
つ
く
る
、
加
工
す
る
と

い
う
、
試
作
業
務
を
請
け
負
っ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
さ
ら

に
G
F
C
と
は
別
に
、
五
十
嵐
先

生
が
従
事
さ
れ
て
い
る
技
術
支
援

本
部
が
あ
り
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　先
に
装
置
が
共
用
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
動
か
す

技
術
職
員
も
従
来
の
所
属
の
壁
を

超
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
全
体
の
部
局
を
統
括
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
て
、
技
術
職
員
全
員

が
色
々
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
そ
れ
が
３
年
前
、
技
術

支
援
本
部
が
立
ち
上
が
っ
た
経
緯

で
す
。
網
塚
先
生
が
お
話
し
さ
れ

た
よ
う
に
、
装
置
の
運
用
は
非
常

に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
今
度

は
そ
れ
を
動
か
す
人
、
技
術
職
員

を
育
成
し
て
、
も
と
も
と
の
仕
事

は
あ
る
に
せ
よ
、
共
通
的
な
装
置

の
運
用
や
操
作
が
で
き
る
よ
う
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
少
な
い
人
数
で
も
大
学
の
研

究
力
や
教
育
力
を
伸
ば
せ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
技
術
支
援

本
部
に
は
全
学
の
技
術
職
員

2
5
0
名
程
度
が
所
属
し
て
お
り
、

各
人
の
技
術
に
よ
り
色
々
な
形
で

全
学
の
研
究
者
、
学
生
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　G
F
C
と
技
術
支
援
本

部
は
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る

機
能
を
学
内
に
つ
く
っ
て
、
こ
の

両
者
の
連
携
を
う
ま
く
図
り
た
い
。

相
乗
効
果
が
増
す
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
と
い
う
構
想
を
、
文
部

科
学
省
の
「
先
端
研
究
基
盤
共
用

促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
申
請

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

5
年
間
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む

わ
け
で
す
。
本
学
で
は
そ
れ
を
担

う
組
織
を
、
技
術
支
援
・
設
備
共

用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
名
付
け

ま
し
た
。

【
五
十
嵐
】
　技
術
支
援
本
部
に
は

担
当
理
事
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

て
、
そ
の
下
に
私
が
い
る
わ
け
で

す
が
、
実
質
的
に
は
網
塚
先
生
と

私
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

全
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Amitsuka Hiroshi

Pro�le
理学研究院 物理学部門 教授

【研究分野】
物性物理学／磁性、超伝導、強相関系
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か
と
思
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　今
、
理
事
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
の
ト
ッ
プ
を

含
む
経
営
陣
が
し
っ
か
り
こ
れ
を

監
督
す
る
と
い
う
形
で
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
全
学

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

スペシャル対談
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サイクルの確立を目指しています。本学の新たな未来を拓
く構想を２人のキーパーソンが語ります。

～研究基盤の高度化が拓く北大の未来～

北大コアファシリティ構想の
将来展望について
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を
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だ
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フ
ァ
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（
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F
C
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は
、
全

学
の
研
究
者
や
学
生
が
共
用
利
用

す
る
設
備
を
管
理
運
営
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
大
学
全
体
で
管
理
し

て
い
る
共
用
の
装
置
が
2
3
0
台

ほ
ど
、
各
学
部
の
研
究
室
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
G
F
C
で
は
そ
れ
ら

の
共
用
機
器
を
使
う
研
究
者
の
支

援
と
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
受
託
し

て
試
料
の
測
定
、
分
析
を
行
い
、

さ
ら
に
ど
こ
に
ど
う
い
う
重
要
な

情
報
が
あ
る
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

試
作
品
を
つ
く
る
、
加
工
す
る
と

い
う
、
試
作
業
務
を
請
け
負
っ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
さ
ら

に
G
F
C
と
は
別
に
、
五
十
嵐
先

生
が
従
事
さ
れ
て
い
る
技
術
支
援

本
部
が
あ
り
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　先
に
装
置
が
共
用
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
動
か
す

技
術
職
員
も
従
来
の
所
属
の
壁
を

超
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
全
体
の
部
局
を
統
括
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
て
、
技
術
職
員
全
員

が
色
々
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
そ
れ
が
３
年
前
、
技
術

支
援
本
部
が
立
ち
上
が
っ
た
経
緯

で
す
。
網
塚
先
生
が
お
話
し
さ
れ

た
よ
う
に
、
装
置
の
運
用
は
非
常

に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
今
度

は
そ
れ
を
動
か
す
人
、
技
術
職
員

を
育
成
し
て
、
も
と
も
と
の
仕
事

は
あ
る
に
せ
よ
、
共
通
的
な
装
置

の
運
用
や
操
作
が
で
き
る
よ
う
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
少
な
い
人
数
で
も
大
学
の
研

究
力
や
教
育
力
を
伸
ば
せ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
技
術
支
援

本
部
に
は
全
学
の
技
術
職
員

2
5
0
名
程
度
が
所
属
し
て
お
り
、

各
人
の
技
術
に
よ
り
色
々
な
形
で

全
学
の
研
究
者
、
学
生
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　G
F
C
と
技
術
支
援
本

部
は
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る

機
能
を
学
内
に
つ
く
っ
て
、
こ
の

両
者
の
連
携
を
う
ま
く
図
り
た
い
。

相
乗
効
果
が
増
す
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
と
い
う
構
想
を
、
文
部

科
学
省
の
「
先
端
研
究
基
盤
共
用

促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
申
請

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

5
年
間
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む

わ
け
で
す
。
本
学
で
は
そ
れ
を
担

う
組
織
を
、
技
術
支
援
・
設
備
共

用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
名
付
け

ま
し
た
。

【
五
十
嵐
】
　技
術
支
援
本
部
に
は

担
当
理
事
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

て
、
そ
の
下
に
私
が
い
る
わ
け
で

す
が
、
実
質
的
に
は
網
塚
先
生
と

私
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

全
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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か
と
思
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ま
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。

【
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、
理
事
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
の
ト
ッ
プ
を

含
む
経
営
陣
が
し
っ
か
り
こ
れ
を

監
督
す
る
と
い
う
形
で
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
全
学

的
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プ
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、
全
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の
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者
や
学
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が
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用
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す
る
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を
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理
運
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て
い
ま

す
。
現
在
、
大
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全
体
で
管
理
し

て
い
る
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用
の
装
置
が
2
3
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ほ
ど
、
各
学
部
の
研
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室
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
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F
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で
は
そ
れ
ら

の
共
用
機
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を
使
う
研
究
者
の
支
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と
、
専
門
ス
タ
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フ
が
受
託
し

て
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料
の
測
定
、
分
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を
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い
、

さ
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に
ど
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に
ど
う
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う
重
要
な
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が
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る
か
を
デ
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ス
カ
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シ
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す
る
よ
う
な
コ
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デ
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ネ
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ト
を
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て
い
ま
す
。
ま
た
、

試
作
品
を
つ
く
る
、
加
工
す
る
と

い
う
、
試
作
業
務
を
請
け
負
っ
て
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る
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
さ
ら

に
G
F
C
と
は
別
に
、
五
十
嵐
先

生
が
従
事
さ
れ
て
い
る
技
術
支
援

本
部
が
あ
り
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　先
に
装
置
が
共
用
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
動
か
す

技
術
職
員
も
従
来
の
所
属
の
壁
を

超
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
全
体
の
部
局
を
統
括
す
る
組
織

を
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上
げ
て
、
技
術
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全
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な
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応
が
で
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よ
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に
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。
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が
３
年
前
、
技
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本
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が
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が
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た
経
緯

で
す
。
網
塚
先
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が
お
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し
さ
れ

た
よ
う
に
、
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置
の
運
用
は
非
常

に
う
ま
く
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っ
て
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ま
す
。
今
度

は
そ
れ
を
動
か
す
人
、
技
術
職
員

を
育
成
し
て
、
も
と
も
と
の
仕
事

は
あ
る
に
せ
よ
、
共
通
的
な
装
置

の
運
用
や
操
作
が
で
き
る
よ
う
に

貢
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し
て
い
き
た
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れ
に
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て
、
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い
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数
で
も
大
学
の
研

究
力
や
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を
伸
ば
せ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
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本
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に
は
全
学
の
技
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2
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0
名
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所
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お
り
、

各
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技
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、
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な
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ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
統
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す
る

機
能
を
学
内
に
つ
く
っ
て
、
こ
の

両
者
の
連
携
を
う
ま
く
図
り
た
い
。

相
乗
効
果
が
増
す
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
と
い
う
構
想
を
、
文
部

科
学
省
の
「
先
端
研
究
基
盤
共
用

促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
申
請

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

5
年
間
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む

わ
け
で
す
。
本
学
で
は
そ
れ
を
担

う
組
織
を
、
技
術
支
援
・
設
備
共

用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
名
付
け

ま
し
た
。

【
五
十
嵐
】
　技
術
支
援
本
部
に
は

担
当
理
事
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

て
、
そ
の
下
に
私
が
い
る
わ
け
で

す
が
、
実
質
的
に
は
網
塚
先
生
と

私
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

【
司
会
】
　具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

成
果
を
目
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
網
塚
】
　設
備
に
関
し
て
は
、
エ

ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
研
究
基
盤
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
今
後
、
学
内
の
設
備
に
関

す
る
情
報
を
大
学
が
把
握
し
て
、

こ
こ
を
強
化
す
る
と
い
う
戦
略
の

も
と
で
設
備
を
更
新
し
、
先
端
的

な
研
究
教
育
の
基
盤
を
つ
く
っ
て

い
く
体
制
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
あ
る
設

備
か
ら
研
究
教
育
力
が
ど
れ
だ
け

強
化
さ
れ
た
か
、
見
え
る
形
に
し

な
い
と
い
け
な
い
。
研
究
基
盤

I
R
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
を
構

築
し
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
と
エ

ビ
デ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
、

そ
れ
を
見
て
経
営
陣
が
戦
略
を
判

断
す
る
形
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
基
礎
研
究
の
論
文
数
や
特
許
の

数
を
こ
れ
だ
け
増
や
し
た
い
と
い

う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
数
値
目
標
を

立
て
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
あ
る
装
置
を
更
新
す
る

と
、
今
後
5
年
間
で
論
文
が
こ
の

く
ら
い
増
え
る
に
違
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
て
、
財
源

も
考
え
る
わ
け
で
す
。
ど
の
よ
う

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
と
り
あ
げ
る

か
と
い
う
指
標
を
ど
う
つ
く
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
教

員
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　も
う
一
つ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
、
人
材
で
す
。
設
備
を

通
じ
て
人
が
育
ち
ま
す
。
実
際
、

部
局
の
壁
を
超
え
て
違
う
こ
と
も

経
験
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が

非
常
に
高
い
技
術
職
員
が
多
い
の

で
、
そ
う
し
た
潜
在
し
て
い
る
能

力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ

は
、
特
殊
な
一
人
し
か
で
き
な
い

技
術
を
継
承
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
も
繋
が
り
ま
す
。
一
方
、

実
は
こ
れ
ま
で
技
術
職
員
の
能
力

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
と
え
ば
研
究
者
が

こ
ん
な
実
験
が
し
た
い
と
相
談
す

る
と
、
研
究
テ
ー
マ
や
ア
イ
デ
ア

を
提
供
で
き
る
人
材
も
い
ま
す
。

現
場
に
一
番
近
い
技
術
職
員
が
、

一
番
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ス
キ
ル
を

発
揮
し
て
論
文
を
書
く
、
学
位
を

取
る
、
あ
る
い
は
特
許
を
何
件
も

申
請
す
る
と
い
う
方
向
に
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
技

術
職
員
の
能
力
を
も
っ
と
開
示
・

周
知
し
て
、
研
究
者
が
よ
り
容
易

に
技
術
職
員
に
相
談
で
き
る
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。

【
網
塚
】

　今の
話
と
繋
が
り
ま
す

が
、
大
学
の
技
術
職
員
に
は
、
民

間
企
業
に
は
な
い
独
自
の
技
術
・

ス
キ
ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
非
常
に
い
い
と
注
目
さ
れ
、

国
も
そ
こ
に
光
を
当
て
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
文
部
科
学
大
臣
表
彰

の
中
に
研
究
支
援
賞
と
い
う
も
の

が
で
き
、
そ
の
第
一
回
の
研
究
支

援
賞
に
本
学
の
受
託
分
析
の
技
術

職
員
か
ら
4
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

目
指
す
成
果
は

Toshifumi Igarashi
工学研究院 環境循環システム部門 地圏循環工学分野 教授
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エネルギー／地球資源工学、エネルギー学
社会基盤（土木・建築・防災）／土木環境システム
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2008年度 ‒ 2020年度: 北海道大学 大学院・工学研究院 教授
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2001年度 ‒ 2006年度：北海道大学 大学院・工学研究科 助教授
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か
と
思
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　今
、
理
事
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
の
ト
ッ
プ
を

含
む
経
営
陣
が
し
っ
か
り
こ
れ
を

監
督
す
る
と
い
う
形
で
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
全
学

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

SPECIALIST  【スペシャル対談】

【
司
会
】
　最
初
に
技
術
支
援
・
設

備
共
用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目

的
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
網
塚
】
　グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
G
F
C
）
は
、
全

学
の
研
究
者
や
学
生
が
共
用
利
用

す
る
設
備
を
管
理
運
営
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
大
学
全
体
で
管
理
し

て
い
る
共
用
の
装
置
が
2
3
0
台

ほ
ど
、
各
学
部
の
研
究
室
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
G
F
C
で
は
そ
れ
ら

の
共
用
機
器
を
使
う
研
究
者
の
支

援
と
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
受
託
し

て
試
料
の
測
定
、
分
析
を
行
い
、

さ
ら
に
ど
こ
に
ど
う
い
う
重
要
な

情
報
が
あ
る
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

試
作
品
を
つ
く
る
、
加
工
す
る
と

い
う
、
試
作
業
務
を
請
け
負
っ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
さ
ら

に
G
F
C
と
は
別
に
、
五
十
嵐
先

生
が
従
事
さ
れ
て
い
る
技
術
支
援

本
部
が
あ
り
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　先
に
装
置
が
共
用
化

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
動
か
す

技
術
職
員
も
従
来
の
所
属
の
壁
を

超
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
全
体
の
部
局
を
統
括
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
て
、
技
術
職
員
全
員

が
色
々
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
そ
れ
が
３
年
前
、
技
術

支
援
本
部
が
立
ち
上
が
っ
た
経
緯

で
す
。
網
塚
先
生
が
お
話
し
さ
れ

た
よ
う
に
、
装
置
の
運
用
は
非
常

に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
今
度

は
そ
れ
を
動
か
す
人
、
技
術
職
員

を
育
成
し
て
、
も
と
も
と
の
仕
事

は
あ
る
に
せ
よ
、
共
通
的
な
装
置

の
運
用
や
操
作
が
で
き
る
よ
う
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
少
な
い
人
数
で
も
大
学
の
研

究
力
や
教
育
力
を
伸
ば
せ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
技
術
支
援

本
部
に
は
全
学
の
技
術
職
員

2
5
0
名
程
度
が
所
属
し
て
お
り
、

各
人
の
技
術
に
よ
り
色
々
な
形
で

全
学
の
研
究
者
、
学
生
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　G
F
C
と
技
術
支
援
本

部
は
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る

機
能
を
学
内
に
つ
く
っ
て
、
こ
の

両
者
の
連
携
を
う
ま
く
図
り
た
い
。

相
乗
効
果
が
増
す
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
と
い
う
構
想
を
、
文
部

科
学
省
の
「
先
端
研
究
基
盤
共
用

促
進
事
業
（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
に
申
請

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

5
年
間
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む

わ
け
で
す
。
本
学
で
は
そ
れ
を
担

う
組
織
を
、
技
術
支
援
・
設
備
共

用
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
名
付
け

ま
し
た
。

【
五
十
嵐
】
　技
術
支
援
本
部
に
は

担
当
理
事
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
し

て
、
そ
の
下
に
私
が
い
る
わ
け
で

す
が
、
実
質
的
に
は
網
塚
先
生
と

私
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

【
司
会
】
　具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

成
果
を
目
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
網
塚
】
　設
備
に
関
し
て
は
、
エ

ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
研
究
基
盤
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
今
後
、
学
内
の
設
備
に
関

す
る
情
報
を
大
学
が
把
握
し
て
、

こ
こ
を
強
化
す
る
と
い
う
戦
略
の

も
と
で
設
備
を
更
新
し
、
先
端
的

な
研
究
教
育
の
基
盤
を
つ
く
っ
て

い
く
体
制
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
あ
る
設

備
か
ら
研
究
教
育
力
が
ど
れ
だ
け

強
化
さ
れ
た
か
、
見
え
る
形
に
し

な
い
と
い
け
な
い
。
研
究
基
盤

I
R
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
れ
を
構

築
し
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
と
エ

ビ
デ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
、

そ
れ
を
見
て
経
営
陣
が
戦
略
を
判

断
す
る
形
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
基
礎
研
究
の
論
文
数
や
特
許
の

数
を
こ
れ
だ
け
増
や
し
た
い
と
い

う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
数
値
目
標
を

立
て
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
あ
る
装
置
を
更
新
す
る

と
、
今
後
5
年
間
で
論
文
が
こ
の

く
ら
い
増
え
る
に
違
い
な
い
。
そ

の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
て
、
財
源

も
考
え
る
わ
け
で
す
。
ど
の
よ
う

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
と
り
あ
げ
る

か
と
い
う
指
標
を
ど
う
つ
く
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
教

員
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

【
五
十
嵐
】
　も
う
一
つ
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
、
人
材
で
す
。
設
備
を

通
じ
て
人
が
育
ち
ま
す
。
実
際
、

部
局
の
壁
を
超
え
て
違
う
こ
と
も

経
験
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が

非
常
に
高
い
技
術
職
員
が
多
い
の

で
、
そ
う
し
た
潜
在
し
て
い
る
能

力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ

は
、
特
殊
な
一
人
し
か
で
き
な
い

技
術
を
継
承
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
も
繋
が
り
ま
す
。
一
方
、

実
は
こ
れ
ま
で
技
術
職
員
の
能
力

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
と
え
ば
研
究
者
が

こ
ん
な
実
験
が
し
た
い
と
相
談
す

る
と
、
研
究
テ
ー
マ
や
ア
イ
デ
ア

を
提
供
で
き
る
人
材
も
い
ま
す
。

現
場
に
一
番
近
い
技
術
職
員
が
、

一
番
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ス
キ
ル
を

発
揮
し
て
論
文
を
書
く
、
学
位
を

取
る
、
あ
る
い
は
特
許
を
何
件
も

申
請
す
る
と
い
う
方
向
に
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
技

術
職
員
の
能
力
を
も
っ
と
開
示
・

周
知
し
て
、
研
究
者
が
よ
り
容
易

に
技
術
職
員
に
相
談
で
き
る
場
を

設
け
る
予
定
で
す
。

【
網
塚
】

　今の
話
と
繋
が
り
ま
す

が
、
大
学
の
技
術
職
員
に
は
、
民

間
企
業
に
は
な
い
独
自
の
技
術
・

ス
キ
ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
非
常
に
い
い
と
注
目
さ
れ
、

国
も
そ
こ
に
光
を
当
て
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
文
部
科
学
大
臣
表
彰

の
中
に
研
究
支
援
賞
と
い
う
も
の

が
で
き
、
そ
の
第
一
回
の
研
究
支

援
賞
に
本
学
の
受
託
分
析
の
技
術

職
員
か
ら
4
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

目
指
す
成
果
は

Toshifumi Igarashi
工学研究院 環境循環システム部門 地圏循環工学分野 教授
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SPECIALIST  【スペシャル対談】

【
司
会
】
　技
術
職
員
に
と
っ
て
大

き
な
変
化
で
す
が
、
人
事
制
度
に

も
変
更
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
五
十
嵐
】
　最
近
、
技
術
支
援
本

部
の
中
に
将
来
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
し
た
。
技
術

職
員
自
ら
が
今
の
よ
う
な
職
制
や

職
位
で
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
、
や
り
が
い
や
充

実
度
な
ど
を
考
え
て
、
将
来
的
に

ど
ん
な
組
織
に
な
っ
て
い
け
ば
い

い
か
を
熱
心
に
協
議
し
て
い
ま
す
。

技
術
職
員
も
き
ち
ん
と
し
た
ス

テ
ー
タ
ス
を
持
っ
て
、
教
員
・
研

究
者
と
一
緒
に
北
大
の
研
究
教
育

力
を
上
げ
て
い
く
体
制
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　全
国
的
に
見
る
と
、
技

術
職
員
か
ら
准
教
授
や
助
教
に
な

る
ケ
ー
ス
は
相
当
数
が
あ
り
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
は
も
っ
と
多
様
化
し
て

良
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

G
F
C
の
技
術
職
員
は
こ
の
コ
ア

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
事
業
の
企
画
の
た

め
の
調
査
や
企
画
そ
の
も
の
、
さ

ら
に
事
業
申
請
が
通
っ
た
あ
と
の

運
営
業
務
も
主
体
的
に
担
っ
て
い

ま
す
。
昔
の
技
術
職
員
の
範
疇
を

超
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
近
い
将

来
、
そ
の
方
々
に
大
学
の
中
の
も

う
一
つ
の
職
種
で
あ
る
U
R
A

(U
n
ive
rsity R

e
se
a
rc
h
 

A
dm
inistrator)

の
呼
称
を
、
大

学
と
し
て
認
め
る
動
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
将
来
的
に

は
技
術
職
員
か
ら
U
R
A
に
移
る

方
が
出
て
も
い
い
で
す
し
、
研
究

者
に
な
っ
て
い
く
方
も
ど
ん
ど
ん

出
て
ほ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学

の
よ
う
に
、
た
と
え
ば
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
レ
ベ
ル
4
が
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
レ
ベ
ル
2
に
該
当
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
形
で
、
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
職
階
を
整
備
し
て
、

技
術
職
員
と
研
究
者
の
間
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
明
確
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

将
来
の
人
事
体
系
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
向
け
た
構
想
を
描
く
準
備
の
５

年
間
で
も
あ
り
ま
す
。
全
学
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
司
会
】
　ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

人
事
体
系
を

構
想
す
る
準
備
期
間
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司
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熱
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研

究
者
と
一
緒
に
北
大
の
研
究
教
育

力
を
上
げ
て
い
く
体
制
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
網
塚
】
　全
国
的
に
見
る
と
、
技

術
職
員
か
ら
准
教
授
や
助
教
に
な

る
ケ
ー
ス
は
相
当
数
が
あ
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。
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、
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的
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に
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く
方
も
ど
ん
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て
ほ
し
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。
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の
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の
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う
に
、
た
と
え
ば
エ
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の
レ
ベ
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が
サ
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テ
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ス
ト
の
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ベ
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2
に
該
当
す
る
と

い
っ
た
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う
な
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で
、
シ
ス
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ッ
ク
に
職
階
を
整
備
し
て
、

技
術
職
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と
研
究
者
の
間
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
明
確
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

将
来
の
人
事
体
系
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
向
け
た
構
想
を
描
く
準
備
の
５

年
間
で
も
あ
り
ま
す
。
全
学
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
司
会
】
　ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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を
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す
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準
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期
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分析系ユニット 
創成研究機構グローバルファシリティセンター
機器分析受託部門 /設備リユース部門　
技術専門職員
勤続年数 27年

岡 征子さん

ニ
ー
ズ
の
調
査
、
各
分
析
担
当

者
・
実
験
・
実
習
担
当
者
の
活

躍
を
積
極
的
に
広
報
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
と
し
て
機
能
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
わ
れ

る
職
種
で
す
が
、
自
分
の
技
術

が
高
ま
る
ほ
ど
に
た
く
さ
ん
の

研
究
者
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
、 

た
く
さ
ん
の
研
究
者
の
夢

を
、
技
術
を
核
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
好
奇
心

旺
盛
で
世
話
好
き
な
皆
さ
ん
、

固
定
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
事

象
に
取
り
組
む
こ
と
が
苦
で
は

な
い
方
、
間
違
え
ず
に
コ
ツ
コ

ツ
と
物
事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
忍
耐
力
を
お
持
ち
の

方
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

析
、
質
量
分
析
、
ア
ミ
ノ
酸
配

列
分
析
、
タ
ン
パ
ク
質
配
列
分

析
）
に
、
毎
年
3
0
0
0
件
以
上

の
短
期
・
長
期
様
々
な
案
件
が

持
ち
込
ま
れ
て
く
る
た
め
、
目

ま
ぐ
る
し
く
一
日
が
終
わ
る

日
々
が
多
く
、
非
常
に
活
気
の

あ
る
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　北
海
道
大
学
の
化
学
系
研
究

室
か
ら
毎
日
た
く
さ
ん
の
サ
ン

プ
ル
が
到
着
す
る
た
め
、
技
術

習
得
の
場
と
し
て
は
最
適
な
場

所
。
私
の
残
り
時
間
を
使
っ
て
、

私
の
分
析
経
験
を
O
J
T
と
し

て
次
の
代
に
継
承
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

分
析
系
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
な

ら
び
に
分
析
系
・
実
験
・
実
習

系
グ
ル
ー
プ
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
長
期
的
な

視
点
で
本
学
に
お
け
る
分
析

機
器
分
析
装
置
を
用
い
た
受
託

分
析
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
部
門
の

プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
し
て
い
る
岡
と
申
し
ま
す
。

円
滑
に
受
託
分
析
サ
ー
ビ
ス
を

機
能
さ
せ
、
中
長
期
的
に
信
頼

性
の
高
い
デ
ー
タ
を
提
供
し
続

け
て
い
く
た
め
の
設
備
や
人
的

リ
ソ
ー
ス
の
検
討
を
行
い
、

G
F
C
の
一
部
門
と
し
て
の
在
り

方
を
考
え
る
ほ
か
、
受
託
可
能

な
４
つ
の
分
析
項
目
（
元
素
分

分
析
経
験
を
次
の
世
代
へ

ユ
ニ
ッ
ト
の
チ
ー
ム
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す

INTERVIEW
01

01. 分析系ユニット
02. 実験・実習系ユニット
03. 工作・観測系ユニット
04. 環境・安全衛生系ユニット
05. フィールド系ユニット
06. 医学・動物実験系ユニット
07. 情報技術系ユニット
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分析系ユニット 
創成研究機構グローバルファシリティセンター
機器分析受託部門 /設備リユース部門　
技術専門職員
勤続年数 27年

岡 征子さん

ニ
ー
ズ
の
調
査
、
各
分
析
担
当

者
・
実
験
・
実
習
担
当
者
の
活

躍
を
積
極
的
に
広
報
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
と
し
て
機
能
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
わ
れ

る
職
種
で
す
が
、
自
分
の
技
術

が
高
ま
る
ほ
ど
に
た
く
さ
ん
の

研
究
者
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
、 

た
く
さ
ん
の
研
究
者
の
夢

を
、
技
術
を
核
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
好
奇
心

旺
盛
で
世
話
好
き
な
皆
さ
ん
、

固
定
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
事

象
に
取
り
組
む
こ
と
が
苦
で
は

な
い
方
、
間
違
え
ず
に
コ
ツ
コ

ツ
と
物
事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
忍
耐
力
を
お
持
ち
の

方
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

析
、
質
量
分
析
、
ア
ミ
ノ
酸
配

列
分
析
、
タ
ン
パ
ク
質
配
列
分

析
）
に
、
毎
年
3
0
0
0
件
以
上

の
短
期
・
長
期
様
々
な
案
件
が

持
ち
込
ま
れ
て
く
る
た
め
、
目

ま
ぐ
る
し
く
一
日
が
終
わ
る

日
々
が
多
く
、
非
常
に
活
気
の

あ
る
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　北
海
道
大
学
の
化
学
系
研
究

室
か
ら
毎
日
た
く
さ
ん
の
サ
ン

プ
ル
が
到
着
す
る
た
め
、
技
術

習
得
の
場
と
し
て
は
最
適
な
場

所
。
私
の
残
り
時
間
を
使
っ
て
、

私
の
分
析
経
験
を
O
J
T
と
し

て
次
の
代
に
継
承
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

分
析
系
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
な

ら
び
に
分
析
系
・
実
験
・
実
習

系
グ
ル
ー
プ
長
を
仰
せ
つ
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
長
期
的
な

視
点
で
本
学
に
お
け
る
分
析

機
器
分
析
装
置
を
用
い
た
受
託

分
析
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
部
門
の

プ
レ
ー
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
し
て
い
る
岡
と
申
し
ま
す
。

円
滑
に
受
託
分
析
サ
ー
ビ
ス
を

機
能
さ
せ
、
中
長
期
的
に
信
頼

性
の
高
い
デ
ー
タ
を
提
供
し
続

け
て
い
く
た
め
の
設
備
や
人
的

リ
ソ
ー
ス
の
検
討
を
行
い
、

G
F
C
の
一
部
門
と
し
て
の
在
り

方
を
考
え
る
ほ
か
、
受
託
可
能

な
４
つ
の
分
析
項
目
（
元
素
分

分
析
経
験
を
次
の
世
代
へ

ユ
ニ
ッ
ト
の
チ
ー
ム
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
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工作・観測系ユニット 
低温科学研究所技術部先端技術支援室
技術専門職員
勤続年数 34年

高塚 徹さん
実験・実習系ユニット
農学研究院 
技術専門職員
勤続年数 21年

山川 育生さん

ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
プ
ー
ル
の

縁
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
瞬
間
、

足
下
の
氷
が
割
れ
て
プ
ー
ル
に

ダ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
離
れ
た
所

か
ら
同
僚
や
先
生
方
か
ら
投
げ

渡
さ
れ
た
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
っ

て
引
き
ず
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

こ
と
な
き
を
得
ま
し
た
が
、
い

ま
思
い
出
し
て
も
背
筋
が
凍
る

気
が
し
ま
す
。

　い
ま
行
っ
て
い
る
仕
事
、
こ

れ
か
ら
や
り
始
め
る
仕
事
に
全

力
で
携
わ
り
、
北
大
職
員
表
彰

を
受
け
る
こ
と
が
、
私
の
夢
の

一
つ
で
す
。
技
術
職
員
を
志
望

す
る
皆
さ
ん
、
北
大
に
は
北
大

特
有
の
多
種
多
様
な
業
種
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
仕
事
が
あ
れ
ば
、

是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
観
測
支
援
（
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
こ
れ
に

係
る
デ
ー
タ
収
集
・
回
収
お
よ

び
解
析
、
院
生
へ
の
実
験
・
実

習
の
指
導
、
技
術
支
援
本
部
の

業
務
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
仕
事
の
魅
力
は
、
自
然

科
学
に
携
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
携
わ
っ
た
仕
事
を
、
責

任
を
持
っ
て
終
え
た
と
き
に
は
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
氷
上

観
測
で
2
m
四
方
の
プ
ー
ル
を

つ
く
っ
た
時
は
、
苦
労
し
ま
し

た
。
30
㎝
×
30
㎝
×
任
意
の
厚
さ

の
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
1
個
ず

つ
取
り
除
く
の
が
大
変
で
し
た
。

厚
さ
に
よ
り
ま
す
が
、
1
個
40

㎏
〜
70
㎏
の
重
さ
で
し
た
。
そ

の
翌
日
、
プ
ー
ル
に
氷
が
張
っ

て
い
て
、
先
生
に
氷
の
厚
さ
を

測
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験
に
合
格

し
、
道
内
官
公
庁
の
ど
こ
を
受

験
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
北
大
の
人
事
課
か
ら
採
用

試
験
案
内
が
来
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し

た
。
現
在
、無
線
従
事
者
と
し
て
、

低
温
研
の
海
洋
レ
ー
ダ
を
は
じ

め
と
す
る
無
線
設
備
の
保
守
・

点
検
・
デ
ー
タ
の
回
収
お
よ
び

運
営
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
北
大
職
員
表
彰
を

携
わ
っ
た
仕
事
を
、
責
任
を
も
っ
て
終
え
る
喜
び

INTERVIEW
03

時
な
ど
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
人
手
が
必
要
な
時
は
、

学
生
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で

助
か
り
ま
す
。
私
は
前
任
者
が

退
職
後
に
入
職
し
た
の
で
、
前

任
者
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
先

生
と
相
談
し
、
古
い
本
も
参
考

に
し
て
仕
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
実
習
で
使
用
し
て
い
る
機

械
や
装
置
は
大
変
古
く
、
中
に

は
昭
和
初
期
に
製
造
さ
れ
、
現

在
は
一
般
の
革
加
工
業
者
が
使

用
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。　体

が
資
本
の
仕
事
な
の
で
、

ま
ず
は
健
康
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
日
々
の
仕
事
の
中

で
、
大
き
な
機
械
や
薬
品
、
溶

剤
な
ど
を
使
う
の
で
、
学
生
た

ち
と
自
分
自
身
の
安
全
管
理
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

か
り
ま
す
。

　実
習
の
材
料
と
な
る
羊
・
豚

は
、
他
の
実
習
で
動
物
を
解
体

し
た
時
に
出
た
皮
を
使
用
し
ま

す
。
牛
や
ウ
サ
ギ
は
ほ
ぼ
購
入

品
、
鹿
は
ハ
ン
タ
ー
か
ら
譲
渡

し
て
も
ら
い
ま
す
。
作
製
し
た

革
・
毛
皮
を
用
い
て
３
年
生
各

自
で
革
細
工
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
卒
業
論
文
な
ど
で
羊
の
飼

育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

学
生
が
い
る
場
合
は
、
ム
ー
ト

ン
フ
ァ
ー
な
ど
の
作
製
を
行
い

ま
す
。

　現
場
の
技
術
職
員
が
私
一
人

し
か
い
な
い
の
で
、
自
分
の
裁

量
で
仕
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。
学
生
た
ち
と
会
話

が
は
ず
ん
だ
り
、
実
習
を
行
う

過
程
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
た
り
し
た

私
は
農
学
部
畜
産
学
科
の
３
年

生
が
受
講
す
る
必
修
の
実
習
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
実
習
で
は
、

牛
・
豚
・
羊
・
鹿
・
ウ
サ
ギ
の
革

お
よ
び
毛
皮
の
作
製
の
準
備
や

指
導
、
片
づ
け
、
実
習
室
の
整

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
４
月
か
ら
8
月
に
実
習
を
行

い
、
20
数
名
の
学
生
が
こ
の
授

業
を
受
講
し
ま
す
。
革
や
毛
皮

を
つ
く
る
に
は
、
作
業
時
間
が

短
い
も
の
で
も
2
〜
３
週
間
か

仕
事
は
自
分
の
裁
量
で

学
生
た
ち
と
自
分
自
身
の
安
全
管
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
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工作・観測系ユニット 
低温科学研究所技術部先端技術支援室
技術専門職員
勤続年数 34年

高塚 徹さん
実験・実習系ユニット
農学研究院 
技術専門職員
勤続年数 21年

山川 育生さん

ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
プ
ー
ル
の

縁
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
瞬
間
、

足
下
の
氷
が
割
れ
て
プ
ー
ル
に

ダ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
離
れ
た
所

か
ら
同
僚
や
先
生
方
か
ら
投
げ

渡
さ
れ
た
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
っ

て
引
き
ず
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

こ
と
な
き
を
得
ま
し
た
が
、
い

ま
思
い
出
し
て
も
背
筋
が
凍
る

気
が
し
ま
す
。

　い
ま
行
っ
て
い
る
仕
事
、
こ

れ
か
ら
や
り
始
め
る
仕
事
に
全

力
で
携
わ
り
、
北
大
職
員
表
彰

を
受
け
る
こ
と
が
、
私
の
夢
の

一
つ
で
す
。
技
術
職
員
を
志
望

す
る
皆
さ
ん
、
北
大
に
は
北
大

特
有
の
多
種
多
様
な
業
種
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
仕
事
が
あ
れ
ば
、

是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
観
測
支
援
（
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
こ
れ
に

係
る
デ
ー
タ
収
集
・
回
収
お
よ

び
解
析
、
院
生
へ
の
実
験
・
実

習
の
指
導
、
技
術
支
援
本
部
の

業
務
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
仕
事
の
魅
力
は
、
自
然

科
学
に
携
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
携
わ
っ
た
仕
事
を
、
責

任
を
持
っ
て
終
え
た
と
き
に
は
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
氷
上

観
測
で
2
m
四
方
の
プ
ー
ル
を

つ
く
っ
た
時
は
、
苦
労
し
ま
し

た
。
30
㎝
×
30
㎝
×
任
意
の
厚
さ

の
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
1
個
ず

つ
取
り
除
く
の
が
大
変
で
し
た
。

厚
さ
に
よ
り
ま
す
が
、
1
個
40

㎏
〜
70
㎏
の
重
さ
で
し
た
。
そ

の
翌
日
、
プ
ー
ル
に
氷
が
張
っ

て
い
て
、
先
生
に
氷
の
厚
さ
を

測
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験
に
合
格

し
、
道
内
官
公
庁
の
ど
こ
を
受

験
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
北
大
の
人
事
課
か
ら
採
用

試
験
案
内
が
来
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し

た
。
現
在
、無
線
従
事
者
と
し
て
、

低
温
研
の
海
洋
レ
ー
ダ
を
は
じ

め
と
す
る
無
線
設
備
の
保
守
・

点
検
・
デ
ー
タ
の
回
収
お
よ
び

運
営
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
は
北
大
職
員
表
彰
を

携
わ
っ
た
仕
事
を
、
責
任
を
も
っ
て
終
え
る
喜
び
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時
な
ど
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
人
手
が
必
要
な
時
は
、

学
生
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で

助
か
り
ま
す
。
私
は
前
任
者
が

退
職
後
に
入
職
し
た
の
で
、
前

任
者
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
先

生
と
相
談
し
、
古
い
本
も
参
考

に
し
て
仕
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
実
習
で
使
用
し
て
い
る
機

械
や
装
置
は
大
変
古
く
、
中
に

は
昭
和
初
期
に
製
造
さ
れ
、
現

在
は
一
般
の
革
加
工
業
者
が
使

用
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。　体

が
資
本
の
仕
事
な
の
で
、

ま
ず
は
健
康
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
日
々
の
仕
事
の
中

で
、
大
き
な
機
械
や
薬
品
、
溶

剤
な
ど
を
使
う
の
で
、
学
生
た

ち
と
自
分
自
身
の
安
全
管
理
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

か
り
ま
す
。

　実
習
の
材
料
と
な
る
羊
・
豚

は
、
他
の
実
習
で
動
物
を
解
体

し
た
時
に
出
た
皮
を
使
用
し
ま

す
。
牛
や
ウ
サ
ギ
は
ほ
ぼ
購
入

品
、
鹿
は
ハ
ン
タ
ー
か
ら
譲
渡

し
て
も
ら
い
ま
す
。
作
製
し
た

革
・
毛
皮
を
用
い
て
３
年
生
各

自
で
革
細
工
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
卒
業
論
文
な
ど
で
羊
の
飼

育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

学
生
が
い
る
場
合
は
、
ム
ー
ト

ン
フ
ァ
ー
な
ど
の
作
製
を
行
い

ま
す
。

　現
場
の
技
術
職
員
が
私
一
人

し
か
い
な
い
の
で
、
自
分
の
裁

量
で
仕
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。
学
生
た
ち
と
会
話

が
は
ず
ん
だ
り
、
実
習
を
行
う

過
程
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
た
り
し
た

私
は
農
学
部
畜
産
学
科
の
３
年

生
が
受
講
す
る
必
修
の
実
習
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
実
習
で
は
、

牛
・
豚
・
羊
・
鹿
・
ウ
サ
ギ
の
革

お
よ
び
毛
皮
の
作
製
の
準
備
や

指
導
、
片
づ
け
、
実
習
室
の
整

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
４
月
か
ら
8
月
に
実
習
を
行

い
、
20
数
名
の
学
生
が
こ
の
授

業
を
受
講
し
ま
す
。
革
や
毛
皮

を
つ
く
る
に
は
、
作
業
時
間
が

短
い
も
の
で
も
2
〜
３
週
間
か

仕
事
は
自
分
の
裁
量
で

学
生
た
ち
と
自
分
自
身
の
安
全
管
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
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フィールド系ユニット
北方生物圏フィールド科学センター
技術専門員
勤続年数 37年

桝本 浩志さん
環境・安全衛生系ユニット
理学研究院技術部 
技術専門職員
勤続年数 17 年

小畑 滋郎さん

　こ
の
仕
事
は
自
然
豊
か
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
多
種
多
様
な

動
植
物
に
関
わ
れ
る
こ
と
が
大

き
な
魅
力
で
す
。
春
先
の
締
ま

り
雪
の
時
期
に
は
ス
キ
ー
を
履

き
、
地
図
を
見
な
が
ら
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
場
所
へ

山
歩
き
し
た
こ
と
な
ど
も
、
楽

し
い
思
い
出
で
す
。
調
査
地
の

位
置
情
報
な
ど
は
、
今
は

G
P
S
を
使
っ
た
地
図
情
報
シ

ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
、
森
林
管

理
に
ド
ロ
ー
ン
も
利
用
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
高
性
能
林
業

機
械
が
導
入
さ
れ
、
作
業
の
安

全
性
と
効
率
化
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
技
術
支
援
本
部
が
設

置
さ
れ
、
技
術
職
員
同
士
の
繋

が
り
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
が
楽
し
み
な
、
大
変
魅
力

の
あ
る
職
場
だ
と
思
い
ま
す
。

野
に
ま
た
が
る
教
員
、
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。

　私
は
和
歌
山
県
の
出
身
で
、

地
元
の
高
校（
林
業
科
）に
入
学
。

将
来
は
地
元
で
の
就
職
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
和
歌
山
県
内

の
北
大
研
究
林
に
興
味
を
持
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
和
歌

山
を
振
り
出
し
に
、
天
塩
↓
和

歌
山
↓
雨
龍
↓
北
管
理
部
（
名

寄
）↓
苫
小
牧
↓
現
在
と
６
回
の

異
動
を
経
験
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
業
務
、

各
種
の
情
報
管
理
・
公
開
、
教

育
研
究
支
援
業
務
の
統
括
、
調

整
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
対
外

的
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

地
方
施
設
で
は
、
直
接
の
フ
ィ
ー

ル
ド
管
理
を
は
じ
め
、
各
種
調

査
や
研
究
補
助
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

森
林
圏
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
北
海

道
6
カ
所
と
和
歌
山
の
計
7
カ

所
に
、
総
面
積
約
7
万
ha
の
研

究
林
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
世

界
で
も
有
数
の
規
模
で
、
原
生

林
を
含
む
森
林
や
河
川
、
希
少

種
を
含
む
多
様
な
動
植
物
種
を

内
包
し
て
お
り
、
森
林
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
教
育
研
究

が
可
能
で
す
。
多
く
の
専
門
分

広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
管
理

自
然
豊
か
な
森
林
で
動
植
物
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
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シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
窮
地
を
乗

り
切
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
は

起
こ
ら
な
い
方
が
よ
い
の
で
す

が
、
そ
れ
を
経
験
す
る
と
装
置

や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
る
の
も
確
か
で
す
。

　私
は
本
州
出
身
で
す
が
、
学

生
と
し
て
過
ご
し
た
北
大
が
好

き
で
す
。
ま
た
、
研
究
教
育
の

場
で
あ
る
大
学
は
、
働
く
場
所

と
し
て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

す
。
仕
事
に
お
い
て
当
面
の
目

標
は
、
ま
ず
は
ヘ
リ
ウ
ム
を
安

定
し
て
供
給
し
続
け
る
こ
と
と
、

安
全
教
育
を
通
し
て
寒
剤
の
利

用
中
に
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
利
用

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
よ

り
使
い
や
す
い
施
設
に
で
き
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

る
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
ま
た
ヘ
リ

ウ
ム
は
回
収
し
再
利
用
し
ま
す

の
で
、
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
携
わ
れ
る
こ
と
も
、
こ

の
仕
事
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
安
定
し
て
供
給
し
続
け

る
こ
と
。
問
題
が
発
生
し
て
も

運
用
で
カ
バ
ー
し
、
影
響
が
な

い
よ
う
に
で
き
た
時
や
、
次
善

策
で
影
響
を
最
小
限
に
で
き
た

時
は
、
役
割
を
果
た
せ
た
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
ウ
ム
は

漏
れ
る
と
莫
大
な
損
害
に
繋
が

る
の
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

漏
れ
て
い
る
箇
所
を
探
し
、
発

見
し
た
時
に
は
心
底
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
ヘ

リ
ウ
ム
液
化
機
の
心
臓
部
の

タ
ー
ビ
ン
が
突
然
壊
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
旧

私
は
理
学
研
究
院
の
極
低
温
液

化
セ
ン
タ
ー
で
、
ヘ
リ
ウ
ム
液

化
シ
ス
テ
ム
の
運
転
管
理
と
研

究
室
に
持
ち
運
ぶ
容
器
に
ヘ
リ

ウ
ム
の
充
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
リ
ウ
ム
は
漏
れ
や
す
い
性
質

が
あ
り
、
設
備
の
漏
れ
チ
ェ
ッ

ク
を
適
宜
行
っ
て
い
ま
す
。
液

化
ヘ
リ
ウ
ム
、
窒
素
な
ど
の
寒

剤
供
給
は
、
研
究
分
野
に
お
け

貴
重
な
資
源
に
関
わ
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す

INTERVIEW
04

寒
剤
供
給
は
研
究
に
必
要
不
可
欠
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フィールド系ユニット
北方生物圏フィールド科学センター
技術専門員
勤続年数 37年

桝本 浩志さん
環境・安全衛生系ユニット
理学研究院技術部 
技術専門職員
勤続年数 17 年

小畑 滋郎さん

　こ
の
仕
事
は
自
然
豊
か
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
多
種
多
様
な

動
植
物
に
関
わ
れ
る
こ
と
が
大

き
な
魅
力
で
す
。
春
先
の
締
ま

り
雪
の
時
期
に
は
ス
キ
ー
を
履

き
、
地
図
を
見
な
が
ら
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
場
所
へ

山
歩
き
し
た
こ
と
な
ど
も
、
楽

し
い
思
い
出
で
す
。
調
査
地
の

位
置
情
報
な
ど
は
、
今
は

G
P
S
を
使
っ
た
地
図
情
報
シ

ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
、
森
林
管

理
に
ド
ロ
ー
ン
も
利
用
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
高
性
能
林
業

機
械
が
導
入
さ
れ
、
作
業
の
安

全
性
と
効
率
化
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
技
術
支
援
本
部
が
設

置
さ
れ
、
技
術
職
員
同
士
の
繋

が
り
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
が
楽
し
み
な
、
大
変
魅
力

の
あ
る
職
場
だ
と
思
い
ま
す
。

野
に
ま
た
が
る
教
員
、
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。

　私
は
和
歌
山
県
の
出
身
で
、

地
元
の
高
校（
林
業
科
）に
入
学
。

将
来
は
地
元
で
の
就
職
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
和
歌
山
県
内

の
北
大
研
究
林
に
興
味
を
持
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
和
歌

山
を
振
り
出
し
に
、
天
塩
↓
和

歌
山
↓
雨
龍
↓
北
管
理
部
（
名

寄
）↓
苫
小
牧
↓
現
在
と
６
回
の

異
動
を
経
験
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
業
務
、

各
種
の
情
報
管
理
・
公
開
、
教

育
研
究
支
援
業
務
の
統
括
、
調

整
及
び
こ
れ
ら
に
関
す
る
対
外

的
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

地
方
施
設
で
は
、
直
接
の
フ
ィ
ー

ル
ド
管
理
を
は
じ
め
、
各
種
調

査
や
研
究
補
助
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

森
林
圏
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
北
海

道
6
カ
所
と
和
歌
山
の
計
7
カ

所
に
、
総
面
積
約
7
万
ha
の
研

究
林
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
世

界
で
も
有
数
の
規
模
で
、
原
生

林
を
含
む
森
林
や
河
川
、
希
少

種
を
含
む
多
様
な
動
植
物
種
を

内
包
し
て
お
り
、
森
林
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
教
育
研
究

が
可
能
で
す
。
多
く
の
専
門
分

広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
管
理

自
然
豊
か
な
森
林
で
動
植
物
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

INTERVIEW
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シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
窮
地
を
乗

り
切
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
は

起
こ
ら
な
い
方
が
よ
い
の
で
す

が
、
そ
れ
を
経
験
す
る
と
装
置

や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
る
の
も
確
か
で
す
。

　私
は
本
州
出
身
で
す
が
、
学

生
と
し
て
過
ご
し
た
北
大
が
好

き
で
す
。
ま
た
、
研
究
教
育
の

場
で
あ
る
大
学
は
、
働
く
場
所

と
し
て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

す
。
仕
事
に
お
い
て
当
面
の
目

標
は
、
ま
ず
は
ヘ
リ
ウ
ム
を
安

定
し
て
供
給
し
続
け
る
こ
と
と
、

安
全
教
育
を
通
し
て
寒
剤
の
利

用
中
に
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
利
用

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
よ

り
使
い
や
す
い
施
設
に
で
き
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

る
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
ま
た
ヘ
リ

ウ
ム
は
回
収
し
再
利
用
し
ま
す

の
で
、
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
携
わ
れ
る
こ
と
も
、
こ

の
仕
事
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
安
定
し
て
供
給
し
続
け

る
こ
と
。
問
題
が
発
生
し
て
も

運
用
で
カ
バ
ー
し
、
影
響
が
な

い
よ
う
に
で
き
た
時
や
、
次
善

策
で
影
響
を
最
小
限
に
で
き
た

時
は
、
役
割
を
果
た
せ
た
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
ウ
ム
は

漏
れ
る
と
莫
大
な
損
害
に
繋
が

る
の
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

漏
れ
て
い
る
箇
所
を
探
し
、
発

見
し
た
時
に
は
心
底
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
ヘ

リ
ウ
ム
液
化
機
の
心
臓
部
の

タ
ー
ビ
ン
が
突
然
壊
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
旧

私
は
理
学
研
究
院
の
極
低
温
液

化
セ
ン
タ
ー
で
、
ヘ
リ
ウ
ム
液

化
シ
ス
テ
ム
の
運
転
管
理
と
研

究
室
に
持
ち
運
ぶ
容
器
に
ヘ
リ

ウ
ム
の
充
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
リ
ウ
ム
は
漏
れ
や
す
い
性
質

が
あ
り
、
設
備
の
漏
れ
チ
ェ
ッ

ク
を
適
宜
行
っ
て
い
ま
す
。
液

化
ヘ
リ
ウ
ム
、
窒
素
な
ど
の
寒

剤
供
給
は
、
研
究
分
野
に
お
け

貴
重
な
資
源
に
関
わ
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す

INTERVIEW
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寒
剤
供
給
は
研
究
に
必
要
不
可
欠
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情報技術系ユニット
総務企画部 情報企画課 ICT 運用・支援グループ 
情報セキュリティ担当
技術専門職員
勤続年数 30年

永井 謙芝さん
医学・動物実験系ユニット
医学研究院
技術専門職員
勤続年数 22年

越山 隆恵さん

問
い
合
わ
せ
や
対
応
の
連
絡
を

受
け
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算

と
マ
ン
パ
ワ
ー
で
奮
闘
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
、
私
た
ち
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
た
時
に
は
、
気
持
ち
が
楽

に
な
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
も
、
育

児
や
介
護
を
し
な
が
ら
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
化
を
含
め
た
仕

事
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
み
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
体
制
も
工
夫

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
職
員

の
一
元
化
が
進
む
こ
と
で
、
様
々

な
業
種
に
関
わ
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
こ

と
を
通
し
て
ス
キ
ル
や
人
脈
を

広
げ
て
い
く
意
欲
の
あ
る
人
が

集
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

位
の
調
達
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
分
野
に
興
味
の
あ
る
人
に

と
っ
て
は
、
う
っ
て
つ
け
の
業

種
で
す
。

　サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
高
度
化
・

巧
妙
化
に
加
え
て
、
組
織
的
な

活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
昨

今
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ

ン
ト
対
応
業
務
は
魅
力
よ
り
も

苦
労
の
方
が
大
き
い
で
す
ね
。

ド
ラ
マ
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
駆
使
し
て
ハ
ッ
カ
ー
（
ク

ラ
ッ
カ
ー
）
と
戦
う
よ
う
な
場

面
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
で

ど
の
よ
う
な
攻
撃
が
流
行
し
て

い
る
か
な
ど
の
情
報
に
触
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
学
内
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

私
は
本
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
・
運
用
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
連
す
る
業
務
、
電
子
証
明
書
、

他
機
関
認
証
連
携
に
関
連
す
る

業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

構
成
員
数
や
キ
ャ
ン
パ
ス
面
積
、

遠
隔
施
設
な
ど
の
規
模
で
言
え

ば
、
本
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ

ン
フ
ラ
は
、
大
手
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
同
等
レ
ベ

ル
の
装
置
群
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
更
新
時
に
は
億
単

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
て

ス
キ
ル
や
人
脈
を
広
げ
て
い
く
意
欲
あ
る
人
を
期
待

INTERVIEW
07

当
し
て
い
た
時
に
は
、
疾
患
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
を
見
つ
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
の
状
態

観
察
が
功
を
奏
し
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
実
験
動
物
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
疾
患
モ

デ
ル
に
も
、
技
術
職
員
が
発
見

し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
日
々

の
状
態
観
察
は
大
事
で
す
。
こ

の
仕
事
は
、
好
き
な
こ
と
を
見

つ
け
て
、
の
め
り
こ
ん
で
み
る

と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
そ
れ
が
技
術
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
技
術
職
員
も
研
究
し
て
い
け

る
時
代
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
で
示

さ
れ
た
部
局
横
断
の
夢
の
よ
う

な
世
界
で
、
先
輩
、
同
僚
、
後

輩
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
力
を
発

揮
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

　動
物
実
験
に
は
、
ど
う
し
て

も
死
が
結
び
つ
き
ま
す
。
現
在

の
動
物
実
験
計
画
書
は
、
過
剰

な
痛
み
や
苦
痛
を
実
験
動
物
が

受
け
な
い
よ
う
に
人
道
的
エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
は
、
動
物
た
ち

が
そ
の
使
命
を
全
う
す
る
ま
で

の
間
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

毎
日
の
飼
育
や
掃
除
は
地
道
な

作
業
で
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と

が
医
学
研
究
を
支
え
て
い
ま
す
。

　「実
験
が
進
み
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
わ

れ
た
時
に
は
、「
医
学
研
究
の
礎

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
。
頑
張
っ
て
よ

か
っ
た
な
。」
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
以
前
リ
ソ
ー
ス
部
門
を
担

私
の
仕
事
は
設
備
管
理
に
始
ま

り
、
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・

イ
ヌ
・
ブ
タ
の
飼
育
、
マ
ウ
ス
・

ラ
ッ
ト
担
当
技
術
補
佐
員
の
指

導
お
よ
び
補
助
、
さ
ら
に
微
生

物
検
査
と
各
種
フ
ァ
イ
ル
整
理

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
他

大
学
に
在
籍
し
て
い
た
時
に
、

卒
論
の
テ
ー
マ
で
北
大
技
術
職

員
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
就
職
し
ま

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
、
の
め
り
こ
ん
で
き
ま
し
た

INTERVIEW
06

技
術
職
員
も
研
究
で
き
る
時
代
へ
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な
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
で
示

さ
れ
た
部
局
横
断
の
夢
の
よ
う

な
世
界
で
、
先
輩
、
同
僚
、
後

輩
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
力
を
発

揮
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

　動
物
実
験
に
は
、
ど
う
し
て

も
死
が
結
び
つ
き
ま
す
。
現
在

の
動
物
実
験
計
画
書
は
、
過
剰

な
痛
み
や
苦
痛
を
実
験
動
物
が

受
け
な
い
よ
う
に
人
道
的
エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
は
、
動
物
た
ち

が
そ
の
使
命
を
全
う
す
る
ま
で

の
間
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

毎
日
の
飼
育
や
掃
除
は
地
道
な

作
業
で
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と

が
医
学
研
究
を
支
え
て
い
ま
す
。

　「実
験
が
進
み
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
言
わ

れ
た
時
に
は
、「
医
学
研
究
の
礎

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
。
頑
張
っ
て
よ

か
っ
た
な
。」
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
以
前
リ
ソ
ー
ス
部
門
を
担

私
の
仕
事
は
設
備
管
理
に
始
ま

り
、
ウ
サ
ギ
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・

イ
ヌ
・
ブ
タ
の
飼
育
、
マ
ウ
ス
・

ラ
ッ
ト
担
当
技
術
補
佐
員
の
指

導
お
よ
び
補
助
、
さ
ら
に
微
生

物
検
査
と
各
種
フ
ァ
イ
ル
整
理

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
他

大
学
に
在
籍
し
て
い
た
時
に
、

卒
論
の
テ
ー
マ
で
北
大
技
術
職

員
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
就
職
し
ま

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
、
の
め
り
こ
ん
で
き
ま
し
た

INTERVIEW
06

技
術
職
員
も
研
究
で
き
る
時
代
へ
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【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
成
研
究
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
装
置
名
】

A
gilent 8800 IC

P-Q
Q
Q

用 

オ
ー
ト
サ

ン
プ
ラ
ー

【
導
入
後
の
効
果
】

Agilent 8800

は
G
F
C
機
器
分
析
受
託
部

門
の
専
任
技
術
職
員
が
管
理
運
営
す
る
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
仕
様
の
装
置
で
す
。

　
材
料
中
の
組
成
分
析
か
ら
不
純
物
分
析
、

医
薬
品
や
生
体
試
料
中
の
微
量
分
析
な
ど
、

無
機
元
素
を
対
象
と
し
た
定
性
、
定
量
分

析
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
I
C
P
関
連

装
置
が
2
台
と
前
処
理
空
間
が
併
設
さ
れ

る
小
部
屋
に
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
初
回
講
習

や
利
用
時
の
人
数
制
限
等
を
行
い
な
が
ら

安
全
か
つ
研
究
の
進
捗
を
止
め
な
い
支
援

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
利
用
者
の

安
全
性
を
担
保
す
る
方
法
と
し
て
極
力
作

業
場
に
立
ち
入
ら
ず
に
自
動
で
よ
り
長
時

間
稼
働
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
、
従
来
の
６
倍
以
上

の
サ
ン
プ
ル
数
を
連
続
測
定
で
き
る
オ
ー

ト
サ
ン
プ
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
と
共

に
更
新
し
た
ク
リ
ー
ン
ブ
ー
ス
は
ブ
ー
ス

内
に
前
処
理
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
動
線

の
効
率
化
と
利
用
者
同
士
の
交
差
回
数
を

減
ら
し
て
、
よ
り
安
全
な
実
験
ス
タ
イ
ル

が
保
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
こ
れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

に
お
け
る
I
C
P
‐
M
S
を
用
い
た
実
験

は
滞
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
で
は
、
連

続
測
定
数
だ
け
で
な
く
大
型
の
洗
浄
ボ
ト

ル
が
利
用
で
き
る
利
点
が
あ
り
、
複
数
の

利
用
者
が
装
置
汚
染
を
気
に
し
て
付
き
っ

き
り
で
監
視
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
た
シ
ー
ケ
ン
ス
を
走
ら
せ
る

だ
け
で
安
心
し
て
装
置
を
共
用
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

I
C
P
‐
M
S
利
用
者
の
今
後
の
研
究
進

展
に
期
待
し
ま
す
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

先
端
生
命
科
学
研
究
院 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

M
A
LD
I-TO

F/TO
FM
S

（U
ltraflexIII

）

装
置
再
生

導
入
日

　
12
月
16
日

【
導
入
後
の
効
果
】

我
々
は
北
海
道
大
学
が
装
置
共
用
化
事
業

を
開
始
し
た
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
完

了
後
のM

A
LD
I-TO
F/TO

FM
S

装
置
3

台
を
順
次
共
用
化
し
、
運
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
共
用
装
置
と
し
て
運

用
開
始
後
8
年
間
で
の
べ
1
5
0
0
0
名

以
上
の
利
用
実
績
を
有
し
、
管
理
者
ら
の

グ
ル
ー
プ
の
み
で
も
年
間
平
均
10
報
程
度
、

本
装
置
利
用
関
連
成
果
を
紙
上
発
表
し
て

き
ま
し
た
。

　
装
置
老
朽
化
に
伴
い
、
2
台
は
す
で
に

運
用
を
停
止
し
、
現
在
は
本
事
業
で
強
化

し
たU

ltraflexIII

の
み
を
運
用
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
、
本
装
置
の
利
用
技
術

で
2
件
の
特
許
出
願
（
特
願 

2
0
1
9
‐

0
1
1
4
5
7
、PC

T
/JP

2
0
2
0
/

002624

;い
ず
れ
もM

A
LD
I-TO

FM
S

用
新
規
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
そ
の
用
途
に
関

す
る
）
技
術
の
開
発
な
ど
に
伴
い
、
特
に

TO
F/TO

F

等
の
分
析
精
度
の
強
化
再
整
備

が
必
要
と
な
り
、
本
事
業
で
機
能
強
化
・

再
整
備
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
に
伴
い
、
利
用
者
に
よ
る
装
置

利
用
頻
度
が
劇
的
に
向
上
し
、
導
入
以
降

約
1
か
月
（
2
0
2
1
年
1
月
21
日
現
在
）

で
年
末
年
始
を
挟
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
者
数
が
の
べ
1
3
4
名
（
う
ち
企
業

と
の
共
同
研
究
利
用
の
べ
49
名
）、
総
利
用

時
間
は
1
3
2
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
装
置
修
理
後
に
取
得
し
た
追
加
デ
ー

タ
を
含
む
特
許
出
願
（
特
願
2
0
2
1
‐

0
0
0
8
2
2
、
発
明
者
:
比
能 

洋
、

M
A
LD
I-TO

FM
S

に
よ
る
複
合
糖
質
高

分
子
糖
鎖
の
直
接
解
析
方
法
お
よ
び
そ
れ

に
用
い
る
た
め
の
固
体
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組

成
物
、
出
願
人
:北
海
道
大
学
、
出
願
日
:

2
0
2
1
年
1
月
6
日
）
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
業
後
に
取
得

し
た
装
置
利
用
デ
ー
タ
を
含
む
論
文
2
報

を
現
在
執
筆
中
で
す
。

　
本
装
置
は
年
間
の
べ
1
0
0
0
名
以
上

が
使
用
す
る
高
頻
度
共
用
装
置
で
あ
り
、

本
事
業
に
よ
り
応
用
測
定
技
術
開
発
の
加

速
、
測
定
精
度
の
向
上
、
装
置
安
定
化
に

よ
る
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
の
劇
的
な
減
少
が
実

現
し
ま
し
た
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
薬
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
、PSO

U
 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

W
aters

社
製 U
PLC

/M
S

M
class 

3
0
0
㎛
カ
ラ
ム
仕
様

イ
オ
ン
化
プ
ロ
ー
ブ
交
換
作
業 

一
式

導
入
日

　
11
月
24
日

【
導
入
後
の
効
果
】

創
薬
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
るU

PLC
/M
S 

A
C
Q
U
ITY U

PLC
/Xevo G

2 Q
Tof

に

低
容
量
イ
オ
ン
化
プ
ロ
ー
ブ
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
感
度
の
向
上
お
よ
び
低
速
で
の

測
定
が
可
能
と
な
り
、
微
量
サ
ン
プ
ル
の

観
測
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
設
置
以
前

に
は
極
微
量
サ
ン
プ
ル
の
測
定
に
つ
い
て

改
善
依
頼
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る

た
め
低
容
量
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
測
定
が
困
難
で
あ
っ
た
サ
ン
プ
ル
の

測
定
が
可
能
と
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
希
望

を
反
映
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
導
入
以
前

に
も
微
量
分
析
用
ユ
ニ
ッ
ト
は
導
入
し
て

い
ま
し
た
が
、U
PLC

の
性
質
上
、
高
速

流
速
に
よ
り
試
料
の
希
釈
が
促
進
さ
れ
、

要
望
の
あ
っ
た
極
微
量
分
析
は
困
難
で
し

た
。
そ
こ
で
よ
り
サ
ン
プ
ル
の
流
路
上
で

の
希
釈
が
起
き
に
く
い
本
イ
オ
ン
化
プ

ロ
ー
ブ
を
導
入
す
る
こ
と
で
要
望
に
応
え

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
微
量

測
定
の
た
め
使
用
を
断
念
し
て
い
た
ユ
ー

ザ
ー
の
獲
得
に
成
功
し
ま
し
た
。
一
例
と

し
て
、
有
機
合
成
系
の
研
究
者
で
、
合
成

し
た
サ
ン
プ
ル
の
測
定
を
行
い
、
以
前
ま

で
は
観
測
で
き
な
か
っ
た
反
応
物
の
検
出

が
可
能
と
な
り
、
合
成
中
間
体
、
反
応
物

の
定
量
的
解
析
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
使
用
回

数
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
導
入
に
よ
っ
て

利
用
頻
度
の
回
復
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
薬
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
、PSO

U
 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

C
ytiva

社
製 Biacore T200

導
入
日

　
11
月
20
日

【
導
入
後
の
効
果
】

創
薬
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る
表
面
プ
ラ
ズ

モ
ン
共
鳴
解
析
装
置 Biacore T200

の

更
新
再
生
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
装
置
は

特
に
創
薬
研
究
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
装
置
で
あ
り
、
主
に
薬
候
補
化
合
物

と
標
的
タ
ン
パ
ク
質
分
子
間
の
相
互
作
用

を
解
析
す
る
装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
創

薬
研
究
遂
行
上
、
極
め
て
重
要
な
根
幹
を

な
す
装
置
で
す
。
仕
様
上
、
低
分
子
化
合

物
の
凝
集
阻
害
の
た
め
有
機
溶
媒
を
使
用

し
ま
す
が
、
こ
の
有
機
溶
媒
が
装
置
の
劣

化
を
促
す
た
め
、
高
頻
度
で
の
更
新
再
生

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
にinjection 

unit

や
マ
イ
ク
ロ
流
路
は
こ
の
影
響
が
大

き
く
、
今
回
、
更
新
再
生
を
行
い
ま
し
た
。

更
新
再
生
前
に
比
べ
、
大
き
く
シ
グ
ナ
ル

レ
ス
ポ
ン
ス
、
感
度
が
向
上
し
、
流
路
や

ポ
ー
ト
の
つ
ま
り
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
更
新
後
で
は
、
北
大
内

外
で
の
コ
ロ
ナ
創
薬
研
究
に
お
い
て
使
用

が
大
い
に
加
速
さ
れ
、
低
分
子
の
ア
カ
デ

ミ
ア
創
薬
だ
け

で
な
く
抗
体
創

薬
に
お
い
て
も

使
用
が
促
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

連続測定53本  8時間　同時利用 1名or1研究室

Agilent 8800 ICP-QQQ

連続測定360本  60時間　同時利用 2名or2研究室

更新再生されたMALDI-TOF/TOFMS（UltraflexIII）

Waters社製 UPLC/MS
Mclass 300㎛カラム仕様
イオン化プローブ交換作業　一式

更新再生されたBiacore T200

Before

After

成
果
1

成
果
2

成
果
4

成
果
3

北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想 

機
器
共
用
機
能
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム 

学
内
公
募
型
共
用
促
進

　

PJ REBO
RN
 

成
果
報
告

（Research Equipm
ent Boosting and Reusing N

etw
ork project

）

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

TOPICS  01
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【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
成
研
究
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
装
置
名
】

A
gilent 8800 IC

P-Q
Q
Q

用 

オ
ー
ト
サ

ン
プ
ラ
ー

【
導
入
後
の
効
果
】

Agilent 8800

は
G
F
C
機
器
分
析
受
託
部

門
の
専
任
技
術
職
員
が
管
理
運
営
す
る
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
仕
様
の
装
置
で
す
。

　
材
料
中
の
組
成
分
析
か
ら
不
純
物
分
析
、

医
薬
品
や
生
体
試
料
中
の
微
量
分
析
な
ど
、

無
機
元
素
を
対
象
と
し
た
定
性
、
定
量
分

析
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
I
C
P
関
連

装
置
が
2
台
と
前
処
理
空
間
が
併
設
さ
れ

る
小
部
屋
に
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
初
回
講
習

や
利
用
時
の
人
数
制
限
等
を
行
い
な
が
ら

安
全
か
つ
研
究
の
進
捗
を
止
め
な
い
支
援

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
利
用
者
の

安
全
性
を
担
保
す
る
方
法
と
し
て
極
力
作

業
場
に
立
ち
入
ら
ず
に
自
動
で
よ
り
長
時

間
稼
働
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
、
従
来
の
６
倍
以
上

の
サ
ン
プ
ル
数
を
連
続
測
定
で
き
る
オ
ー

ト
サ
ン
プ
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
と
共

に
更
新
し
た
ク
リ
ー
ン
ブ
ー
ス
は
ブ
ー
ス

内
に
前
処
理
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
動
線

の
効
率
化
と
利
用
者
同
士
の
交
差
回
数
を

減
ら
し
て
、
よ
り
安
全
な
実
験
ス
タ
イ
ル

が
保
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
こ
れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

に
お
け
る
I
C
P
‐
M
S
を
用
い
た
実
験

は
滞
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
で
は
、
連

続
測
定
数
だ
け
で
な
く
大
型
の
洗
浄
ボ
ト

ル
が
利
用
で
き
る
利
点
が
あ
り
、
複
数
の

利
用
者
が
装
置
汚
染
を
気
に
し
て
付
き
っ

き
り
で
監
視
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
た
シ
ー
ケ
ン
ス
を
走
ら
せ
る

だ
け
で
安
心
し
て
装
置
を
共
用
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

I
C
P
‐
M
S
利
用
者
の
今
後
の
研
究
進

展
に
期
待
し
ま
す
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

先
端
生
命
科
学
研
究
院 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

M
A
LD
I-TO

F/TO
FM
S

（U
ltraflexIII

）

装
置
再
生

導
入
日

　
12
月
16
日

【
導
入
後
の
効
果
】

我
々
は
北
海
道
大
学
が
装
置
共
用
化
事
業

を
開
始
し
た
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
完

了
後
のM

A
LD
I-TO
F/TO

FM
S

装
置
3

台
を
順
次
共
用
化
し
、
運
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
共
用
装
置
と
し
て
運

用
開
始
後
8
年
間
で
の
べ
1
5
0
0
0
名

以
上
の
利
用
実
績
を
有
し
、
管
理
者
ら
の

グ
ル
ー
プ
の
み
で
も
年
間
平
均
10
報
程
度
、

本
装
置
利
用
関
連
成
果
を
紙
上
発
表
し
て

き
ま
し
た
。

　
装
置
老
朽
化
に
伴
い
、
2
台
は
す
で
に

運
用
を
停
止
し
、
現
在
は
本
事
業
で
強
化

し
たU

ltraflexIII

の
み
を
運
用
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
、
本
装
置
の
利
用
技
術

で
2
件
の
特
許
出
願
（
特
願 

2
0
1
9
‐

0
1
1
4
5
7
、PC

T
/JP

2
0
2
0
/

002624

;い
ず
れ
もM

A
LD
I-TO

FM
S

用
新
規
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
そ
の
用
途
に
関

す
る
）
技
術
の
開
発
な
ど
に
伴
い
、
特
に

TO
F/TO

F

等
の
分
析
精
度
の
強
化
再
整
備

が
必
要
と
な
り
、
本
事
業
で
機
能
強
化
・

再
整
備
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
に
伴
い
、
利
用
者
に
よ
る
装
置

利
用
頻
度
が
劇
的
に
向
上
し
、
導
入
以
降

約
1
か
月
（
2
0
2
1
年
1
月
21
日
現
在
）

で
年
末
年
始
を
挟
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
者
数
が
の
べ
1
3
4
名
（
う
ち
企
業

と
の
共
同
研
究
利
用
の
べ
49
名
）、
総
利
用

時
間
は
1
3
2
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
装
置
修
理
後
に
取
得
し
た
追
加
デ
ー

タ
を
含
む
特
許
出
願
（
特
願
2
0
2
1
‐

0
0
0
8
2
2
、
発
明
者
:
比
能 

洋
、

M
A
LD
I-TO

FM
S

に
よ
る
複
合
糖
質
高

分
子
糖
鎖
の
直
接
解
析
方
法
お
よ
び
そ
れ

に
用
い
る
た
め
の
固
体
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組

成
物
、
出
願
人
:北
海
道
大
学
、
出
願
日
:

2
0
2
1
年
1
月
6
日
）
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
業
後
に
取
得

し
た
装
置
利
用
デ
ー
タ
を
含
む
論
文
2
報

を
現
在
執
筆
中
で
す
。

　
本
装
置
は
年
間
の
べ
1
0
0
0
名
以
上

が
使
用
す
る
高
頻
度
共
用
装
置
で
あ
り
、

本
事
業
に
よ
り
応
用
測
定
技
術
開
発
の
加

速
、
測
定
精
度
の
向
上
、
装
置
安
定
化
に

よ
る
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム
の
劇
的
な
減
少
が
実

現
し
ま
し
た
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
薬
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
、PSO

U
 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

W
aters

社
製 U
PLC

/M
S

M
class 

3
0
0
㎛
カ
ラ
ム
仕
様

イ
オ
ン
化
プ
ロ
ー
ブ
交
換
作
業 

一
式

導
入
日

　
11
月
24
日

【
導
入
後
の
効
果
】

創
薬
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
るU

PLC
/M
S 

A
C
Q
U
ITY U

PLC
/Xevo G

2 Q
Tof

に

低
容
量
イ
オ
ン
化
プ
ロ
ー
ブ
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
感
度
の
向
上
お
よ
び
低
速
で
の

測
定
が
可
能
と
な
り
、
微
量
サ
ン
プ
ル
の

観
測
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
設
置
以
前

に
は
極
微
量
サ
ン
プ
ル
の
測
定
に
つ
い
て

改
善
依
頼
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る

た
め
低
容
量
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
測
定
が
困
難
で
あ
っ
た
サ
ン
プ
ル
の

測
定
が
可
能
と
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
希
望

を
反
映
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
導
入
以
前

に
も
微
量
分
析
用
ユ
ニ
ッ
ト
は
導
入
し
て

い
ま
し
た
が
、U
PLC

の
性
質
上
、
高
速

流
速
に
よ
り
試
料
の
希
釈
が
促
進
さ
れ
、

要
望
の
あ
っ
た
極
微
量
分
析
は
困
難
で
し

た
。
そ
こ
で
よ
り
サ
ン
プ
ル
の
流
路
上
で

の
希
釈
が
起
き
に
く
い
本
イ
オ
ン
化
プ

ロ
ー
ブ
を
導
入
す
る
こ
と
で
要
望
に
応
え

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
微
量

測
定
の
た
め
使
用
を
断
念
し
て
い
た
ユ
ー

ザ
ー
の
獲
得
に
成
功
し
ま
し
た
。
一
例
と

し
て
、
有
機
合
成
系
の
研
究
者
で
、
合
成

し
た
サ
ン
プ
ル
の
測
定
を
行
い
、
以
前
ま

で
は
観
測
で
き
な
か
っ
た
反
応
物
の
検
出

が
可
能
と
な
り
、
合
成
中
間
体
、
反
応
物

の
定
量
的
解
析
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
使
用
回

数
が
減
少
す
る
中
、

こ
の
導
入
に
よ
っ
て

利
用
頻
度
の
回
復
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
導
入
さ
れ
た
部
局
名
お
よ
び
組
織
名
】

創
薬
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
、PSO

U
 

【
装
置
名
と
導
入
日
】

C
ytiva

社
製 Biacore T200

導
入
日

　
11
月
20
日

【
導
入
後
の
効
果
】

創
薬
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る
表
面
プ
ラ
ズ

モ
ン
共
鳴
解
析
装
置 Biacore T200

の

更
新
再
生
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
装
置
は

特
に
創
薬
研
究
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
装
置
で
あ
り
、
主
に
薬
候
補
化
合
物

と
標
的
タ
ン
パ
ク
質
分
子
間
の
相
互
作
用

を
解
析
す
る
装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
創

薬
研
究
遂
行
上
、
極
め
て
重
要
な
根
幹
を

な
す
装
置
で
す
。
仕
様
上
、
低
分
子
化
合

物
の
凝
集
阻
害
の
た
め
有
機
溶
媒
を
使
用

し
ま
す
が
、
こ
の
有
機
溶
媒
が
装
置
の
劣

化
を
促
す
た
め
、
高
頻
度
で
の
更
新
再
生

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
にinjection 

unit

や
マ
イ
ク
ロ
流
路
は
こ
の
影
響
が
大

き
く
、
今
回
、
更
新
再
生
を
行
い
ま
し
た
。

更
新
再
生
前
に
比
べ
、
大
き
く
シ
グ
ナ
ル

レ
ス
ポ
ン
ス
、
感
度
が
向
上
し
、
流
路
や

ポ
ー
ト
の
つ
ま
り
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
更
新
後
で
は
、
北
大
内

外
で
の
コ
ロ
ナ
創
薬
研
究
に
お
い
て
使
用

が
大
い
に
加
速
さ
れ
、
低
分
子
の
ア
カ
デ

ミ
ア
創
薬
だ
け

で
な
く
抗
体
創

薬
に
お
い
て
も

使
用
が
促
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

連続測定53本  8時間　同時利用 1名or1研究室

Agilent 8800 ICP-QQQ

連続測定360本  60時間　同時利用 2名or2研究室

更新再生されたMALDI-TOF/TOFMS（UltraflexIII）

Waters社製 UPLC/MS
Mclass 300㎛カラム仕様
イオン化プローブ交換作業　一式

更新再生されたBiacore T200

Before

After

成
果
1

成
果
2

成
果
4

成
果
3

北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想 

機
器
共
用
機
能
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム 

学
内
公
募
型
共
用
促
進

　

PJ REBO
RN
 

成
果
報
告

（Research Equipm
ent Boosting and Reusing N

etw
ork project

）

先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進
事
業（
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
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令
和
３
年
1
月
22
日
（
金
）
に
創
成
研

究
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
G
F
C
）
主
催
、
大
学
力
強

化
推
進
本
部
共
催
で
第
8
回
北
海
道
大

学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
予
定
で
は
、
現
地
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
札
幌
は
昨
年
末
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第
３

波
を
招
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
み
に
切
り
替
え
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　G
F
C
は
大
学
の
研
究
を
支
え
る
研

究
基
盤
の
強
化
、
研
究
環
境
の
充
実
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
研
究
機
器
の
共
用

お
よ
び
研
究
支
援
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
令
和
2

年
度
採
択
の
先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進

事
業「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
」

お
よ
び
同
年
度
採
択
の
「
先
端
研
究
設

備
整
備
補
助
事
業
（
研
究
活
動
再
開
等

の
た
め
の
研
究
設
備
の
遠
隔
化
・
自
動

化
に
よ
る
環
境
整
備
）」
の
初
年
度
報

告
お
よ
び
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

新
た
な
研
究
・
教
育
活
動
の
在
り
方
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
、
他
大
学
の
関
係
者
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
学
内
外
か
ら

１
９
０
名
の
方
に
参
加
申
込
を
い
た
だ

き
約
８
割
の
方
が
実
際
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
研

究
基
盤
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
科
会
主

催
、
文
部
科
学
省
共
催
の
『
研
究
基
盤

E
X
P
O
2
0
2
1
』
の
一
環
と
し
て

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
の
辞
は
北
海
道
大
学
増
田
隆
夫

理
事
・
副
学
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
基
調

講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・

学
術
政
策
局
研
究
開
発
基
盤
課
課
長
補

佐
の
下
須
賀
雅
壽
氏
よ
り
「
研
究
基
盤

政
策
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
い

う
演
題
で
、 

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計

画
（
2
0
1
6
〜
2
0
年
度
） 

期
間
中

の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と

課
題
お
よ
び
研
究
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の

構
築
な
ど
、
最
新
の
研
究
基
盤
政
策
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
網
塚
浩
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
先

端
研
究
設
備
整
備
補
助
事
業
」
と
い
う

演
題
で
、
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構

想
の
概
要
と
研
究
活
動
再
開
等
の
た
め

の
研
究
設
備
の
遠
隔
化
・
自
動
化
に
よ

る
環
境
整
備
事
業
の
実
施
事
例
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
技
術
支
援
本
部 

五
十
嵐
敏

文
副
本
部
長
よ
り
「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
構
想
事
業 

技
術
支
援
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
と
い
う
演

題
で
、
技
術
支
援
本
部 

技
術
支
援
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
専
門
部
会
に

お
い
て
実
施
予
定
の
、
北
大
コ
ア
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
構
想
事
業
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　続
い
て
東
京
工
業
大
学
戦
略
的
経
営

オ
フ
ィ
ス 

教
授
／
総
括
理
事
・
副
学

長 

特
別
補
佐 

江
端
新
吾
氏
よ
り
『
東

工
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想 ―

教

職
員
を
「
元
気
」
に
す
るTeam

東
工

大
型
革
新
的
研
究
開
発
基
盤
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン―

』
と
題
し
て
、
東
京
工
業
大

学
の
研
究
基
盤
戦
略
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
G
F
C
事
業
経
過
報
告
と

し
て
G
F
C
の
1
年
間
の
主
な
活
動
お

よ
び
今
後
の
方
向
性
に
関
し
て
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
G
F
C
セ
ン
タ
ー
長 

網
塚
浩
に
よ
る
進
行
の
も
と
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
先
の
下
須
賀

雅
壽
氏
、
江
端
新
吾
氏
、
五
十
嵐
敏
文

氏
に
加
え
、
出
村
誠
氏
（
北
海
道
大
学

教
授
）、
大
谷
文
章
氏
（
同
教
授
）
を

迎
え
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
新

た
な
研
究
・
教
育
活
動
の
在
り
方
を
考

え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。最
後
に
、G
F
C
セ
ン
タ
ー

長 

網
塚
浩
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
か
ら
は
、
下
須
賀
氏
の
基
調
講
演

を
は
じ
め
と
し
、
各
報
告
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
参
加
者
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
、
今
後
の
各
機
関
に
お
け

る
取
り
組
み
の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
体
を
通
し
て
、9
割
以
上
の
方
か
ら
、

内
容
に
『
満
足
』『
ま
あ
満
足
』
と
の

回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
が

過
去
最
大
と
な
っ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
や

す
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
か
ら
も
開
催

形
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
初
め

て
の
試
み
に
対
す
る
高
評
価
が
見
て
取

れ
ま
す
。「
北
大
の
先
進
的
な
取
り
組

み
に
感
動
し
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の

技
術
職
員
像
に
つ
い
て
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」
な
ど
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
、
北
海
道
大
学
、
お
よ
び
G
F
C

の
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
期
待
、

情
報
・
課
題
の
共
有
お
よ
び
情
報
発
信

の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

北海道大学
増田隆夫理事・副学長

開会の辞

文部科学省科学技術・
学術政策局
研究開発基盤課
課長補佐 下須賀雅壽氏

基調講演

東京工業大学
戦略的経営オフィス
教授/総括理事・副学長
特別補佐 江端新吾氏

招待講演

機器分析受託部門
岡部門長

司会

技術支援本部
五十嵐副本部長

講演

GFC網塚センター長

閉会の辞

パネル
ディスカッション

第
8
回
北
海
道
大
学

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
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令
和
３
年
1
月
22
日
（
金
）
に
創
成
研

究
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
G
F
C
）
主
催
、
大
学
力
強

化
推
進
本
部
共
催
で
第
8
回
北
海
道
大

学
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
予
定
で
は
、
現
地
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
札
幌
は
昨
年
末
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第
３

波
を
招
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
み
に
切
り
替
え
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　G
F
C
は
大
学
の
研
究
を
支
え
る
研

究
基
盤
の
強
化
、
研
究
環
境
の
充
実
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
研
究
機
器
の
共
用

お
よ
び
研
究
支
援
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
令
和
2

年
度
採
択
の
先
端
研
究
基
盤
共
用
促
進

事
業「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
」

お
よ
び
同
年
度
採
択
の
「
先
端
研
究
設

備
整
備
補
助
事
業
（
研
究
活
動
再
開
等

の
た
め
の
研
究
設
備
の
遠
隔
化
・
自
動

化
に
よ
る
環
境
整
備
）」
の
初
年
度
報

告
お
よ
び
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

新
た
な
研
究
・
教
育
活
動
の
在
り
方
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
、
他
大
学
の
関
係
者
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
学
内
外
か
ら

１
９
０
名
の
方
に
参
加
申
込
を
い
た
だ

き
約
８
割
の
方
が
実
際
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
研

究
基
盤
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
科
会
主

催
、
文
部
科
学
省
共
催
の
『
研
究
基
盤

E
X
P
O
2
0
2
1
』
の
一
環
と
し
て

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
の
辞
は
北
海
道
大
学
増
田
隆
夫

理
事
・
副
学
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
基
調

講
演
で
は
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・

学
術
政
策
局
研
究
開
発
基
盤
課
課
長
補

佐
の
下
須
賀
雅
壽
氏
よ
り
「
研
究
基
盤

政
策
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
い

う
演
題
で
、 

第
5
期
科
学
技
術
基
本
計

画
（
2
0
1
6
〜
2
0
年
度
） 

期
間
中

の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と

課
題
お
よ
び
研
究
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の

構
築
な
ど
、
最
新
の
研
究
基
盤
政
策
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
網
塚
浩
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想
先

端
研
究
設
備
整
備
補
助
事
業
」
と
い
う

演
題
で
、
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構

想
の
概
要
と
研
究
活
動
再
開
等
の
た
め

の
研
究
設
備
の
遠
隔
化
・
自
動
化
に
よ

る
環
境
整
備
事
業
の
実
施
事
例
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
技
術
支
援
本
部 

五
十
嵐
敏

文
副
本
部
長
よ
り
「
北
大
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
構
想
事
業 

技
術
支
援
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
と
い
う
演

題
で
、
技
術
支
援
本
部 

技
術
支
援
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
専
門
部
会
に

お
い
て
実
施
予
定
の
、
北
大
コ
ア
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
構
想
事
業
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　続
い
て
東
京
工
業
大
学
戦
略
的
経
営

オ
フ
ィ
ス 

教
授
／
総
括
理
事
・
副
学

長 

特
別
補
佐 

江
端
新
吾
氏
よ
り
『
東

工
大
コ
ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
構
想 ―

教

職
員
を
「
元
気
」
に
す
るTeam

東
工

大
型
革
新
的
研
究
開
発
基
盤
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン―

』
と
題
し
て
、
東
京
工
業
大

学
の
研
究
基
盤
戦
略
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
G
F
C
事
業
経
過
報
告
と

し
て
G
F
C
の
1
年
間
の
主
な
活
動
お

よ
び
今
後
の
方
向
性
に
関
し
て
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
G
F
C
セ
ン
タ
ー
長 

網
塚
浩
に
よ
る
進
行
の
も
と
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
先
の
下
須
賀

雅
壽
氏
、
江
端
新
吾
氏
、
五
十
嵐
敏
文

氏
に
加
え
、
出
村
誠
氏
（
北
海
道
大
学

教
授
）、
大
谷
文
章
氏
（
同
教
授
）
を

迎
え
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
新

た
な
研
究
・
教
育
活
動
の
在
り
方
を
考

え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。最
後
に
、G
F
C
セ
ン
タ
ー

長 

網
塚
浩
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
か
ら
は
、
下
須
賀
氏
の
基
調
講
演

を
は
じ
め
と
し
、
各
報
告
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
参
加
者
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
、
今
後
の
各
機
関
に
お
け

る
取
り
組
み
の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
体
を
通
し
て
、9
割
以
上
の
方
か
ら
、

内
容
に
『
満
足
』『
ま
あ
満
足
』
と
の

回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
が

過
去
最
大
と
な
っ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
や

す
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
か
ら
も
開
催

形
式
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
初
め

て
の
試
み
に
対
す
る
高
評
価
が
見
て
取

れ
ま
す
。「
北
大
の
先
進
的
な
取
り
組

み
に
感
動
し
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
の

技
術
職
員
像
に
つ
い
て
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」
な
ど
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
、
北
海
道
大
学
、
お
よ
び
G
F
C

の
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
期
待
、

情
報
・
課
題
の
共
有
お
よ
び
情
報
発
信

の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

北海道大学
増田隆夫理事・副学長

開会の辞

文部科学省科学技術・
学術政策局
研究開発基盤課
課長補佐 下須賀雅壽氏

基調講演

東京工業大学
戦略的経営オフィス
教授/総括理事・副学長
特別補佐 江端新吾氏

招待講演

機器分析受託部門
岡部門長

司会

技術支援本部
五十嵐副本部長

講演

GFC網塚センター長

閉会の辞

パネル
ディスカッション

第
8
回
北
海
道
大
学

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
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